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◎４階美術画廊
会     期

営業時間　毎日午後6時閉場 作成 ： 美術画廊担当　国光

※７/２･９･１６･2３･３０は閉廊日

いずれも会期最終日は、午後４時に閉場いたします。

独自の作風で色鉛筆画を手掛ける岩手県一関市在住の画家･松川耕太先生の倉敷
天満屋初個展です。幼少の頃より絵に興味を持ち、自閉症と向き合いながら独学で
絵を学び自由で伸びやかな画風を展開。ペンと色鉛筆で描いた作品は、｢緻密さ｣と｢
柔らかで色彩豊かな色使い｣が特徴。今着実にファンを増やし個展を中心に活躍さ
れています。見る人々を独自のファンタジックワールドに誘う作品約30点を一堂に展
覧いたします。

パリの暮らしのエスプリに満ちたおだやかでふくよかなフォルムと明るい色彩で人物
を描き、多くのファンを持つ金森宰司先生の作品展です。何気ない日々を屈託のな
い自由な心と優しい目線で見つめ、夢想の世界へと誘います。オリジナリティーあふ
れる洗練された世界を鮮やかに描き出した油絵、ガラス絵、ミクストメディア約30点を
出品いたします。

7/24(水)～7/29(月)

天満屋倉敷店　 ２０１９年７月の画廊予定　
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1817年の開窯より200年の伝統を継承する萩焼窯元兼田家に生まれ、父の作陶を
見ながら育った兼田知明先生の倉敷天満屋2回目の個展です。倉敷芸術科学大学
及び大学院で陶芸を専攻されたのち、父･佳炎に師事。近年は数々の公募展に出品
され受賞を重ねている注目作家です。萩焼の伝統と歴史を踏まえながら新たな表現
を目指して研鑽を積まれている先生の新作約100点を一堂に展覧いたします。
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6/26（水）～7/1（月）

7/31(水)～8/5(月)

国民的影絵作家･藤城清治さんの版画展です。学生時代に猪熊弦一郎氏、脇田和氏に師事し
油絵を学びましたが戦後間もなく影絵に出会い、花森安治氏に若き才能を見いだされ｢暮しの手
帖｣に48年間に及び影絵を連載。またテレビ放送開始と同時にＮＨＫ専属となり次々と影絵を発
表され国民的作家となられました。画業80年を超える現在も毎年のように展覧会を開催され、美
智子妃殿下をはじめ皇室の方々にもファンが多く、今なお世代を超えて愛され続けています。今
展では、藤城先生が今まで制作された代表的な影絵作品をレフグラフ版画にした作品約30点を
出品いたします。

7/3(水)～7/8(月)
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夏から初秋、秋にかけて床の間に掛ける季節の掛軸を中心に山水画・四季花など
の年中掛も取り揃え一堂に展覧いたします。あわせて、お盆やお彼岸に向けた各宗
派の仏事用掛軸を特集いたします。
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「日々の暮らしに彩りを」をテーマに、お求めいただきやすい価格の油彩画、水彩
画、版画をお買得価格で販売いたします。約60点を出品いたします。

7/17(水)～7/22(月)
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お問合せ

天満屋倉敷店 販売計画



※会期・タイトルは都合により変更することがあります。

天満屋倉敷店 販売計画

TEL 086-426-2205
FAX 086-426-1136


